
Ⅹ 沼津市環境基本計画の推進 

 

沼津市では、環境にやさしいまちづくりを政策の柱に掲げ、市民一人ひとりが身近なエコ活動に取り

組む「エコのまち沼津」を推進しています。本市では、平成 21・22 年度の 2か年をかけて、本市が低炭

素社会、循環型社会及び自然共生社会の実現を目指し、市民・事業者・市が一体となって取り組みを進

めていく上での指針である沼津市環境基本計画を策定いたしましたが、その後の社会情勢の変化やそれ

に伴う施策の変化等を反映するため、計画の中間期となる平成 27年度に見直しを実施いたしました。 

この報告書は、これまでの取り組みを平成30年度の成果を中心に年次報告書としてまとめたものです。 

 

１ 計画の概要 

 

計画の目的 

低炭素社会、循環型社会及び自然共生社会の実現を目指し、市民、事業者、市が一体となって取り組

みを進めていく上での指針となるものです。本市の自然的・社会的・歴史的条件を考慮し、環境の保

全に関する取り組みを総合的かつ計画的に進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

計画の期間 

平成 23年 4 月 1日から平成 33年 3 月 31 日（10 年間） 

 

 

 

 

 

 

 

計画の位置づけ 

「沼津市環境基本計画」は「沼津市総合計画」を環境面から推進するものと位置づけ、環境面ではも

っとも基本となる計画です。 

 

 

望ましい環境像 

環境目標 

平成32年度 

中間 

見直し 
 最終 

年度 
 計画 

初年度 

平成23年度 

長期的目標 

（30 年後） 

 中間 

見直し 

必要に応じて 

   
 

平成 27 年度 

中間 

見直し 



計画の対象範囲 

計画の対象とする環境の範囲は、以下のとおりとします。 

 

環境と産業：農業、林業、水産業、観光、工業、商業、土地利用 

自然環境 ：地形・地質、海岸・海洋、河川、池沼、動植物、自然とのふれあい 

生活環境 ：水質、大気、騒音、振動、悪臭、公害苦情、化学物質、土壌 

都市環境 ：公園・緑地、ﾋｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ現象、景観、歴史・文化、交通、廃棄物、環境美化・不法投棄 

地球環境 ：地球温暖化、エネルギー、オゾン層の破壊、ライフスタイル 

環境教育 ：環境学習、環境保全活動、環境情報、環境マネジメントシステム、協働 

 

望ましい環境像と環境目標 

「望ましい環境像」とは、沼津市の環境の将来目標を表すキャッチフレーズです。また、上記対象範囲 

個別の目標を表したものが「環境目標」です。望ましい環境像と環境目標は、いずれも 30 年後の沼津市 

の環境を想定しています。 

 

市民協働重点プロジェクト 

市の環境課題を市民と市が協働により解決していくため、「沼津市の環境を再発見する」を共通テーマに、 

特に重要だと考える三つの視点を踏まえ、優先的・重点的に実施する「市民協働重点プロジェクト」が盛り込

まれています。これを推進することで、望ましい環境像の実現へつなげていきます。 

計画策定当初、8つの市民協働重点プロジェクトがありましたが、策定から 5年目を迎え、活動に係る担い

手不足により取り組みが進まないものなどが見えてきたことから、内容を精査した結果、5つに統合したほう

が効率的であるため中間見直し（平成 27 年度）にあたり再構成し、個々の内容について変更しました。 

①すごいぞ大地と海のめぐみプロジェクト 

②ぬまづ自然再発見プロジェクト 

③ごみニャーぬまづプロジェクト 

④環境教育推進プロジェクト 

⑤ストップ地球温暖化プロジェクト 

 

 

 

 

 

 

計画の推進 

計画を推進する主体は、市民・事業者・市とします。各主体は互いに連携・協力し、一体となって本計画の

達成に向けて協力していきます。推進体制として、環境保全審議会のほか、環境基本計画推進委員会、地域エ

コリーダー、庁内検討会などを位置づけ、各主体相互の協力体制を確立します。 

重要な 3つの視点 

①地域資源の有効活用で地域活性化につながるプロジェクト 

②複合的効果・分野横断的で多様な担い手が関与するプロジェクト 

③ハード依存ではなくソフト重視、小さく始めて大きく発展できるプロジェクト 



計画概要図 
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【環境と産業】 
環境と産業が 
共生し 

発展するまち 

 

― 
 

農林水産業 
●農地・生産林・漁場の保全 

●地産地消の推進 
●後継者の育成 

観光・エコツーリズム 
●地域資源の整備・活用 

●ルールづくり・イベント等に
よる PR 

工業・商業・土地利用 
●環境配慮の推進とエコビジ

ネスの育成 
●環境配慮した土地の利用 

      

― 
【自然環境】 
一人ひとりが 
海・山・川の 
自然を守るまち 

― 

海・山・川の自然 
●地形・地質資源の保全・活

用 
●海岸の保全・管理 
●河川や湿地の保全・管理 

●湧水・地下水の保全 
●里地里山の保全・管理 

動植物 
●重要生息・生育地の保護・

保全 
●動植物の保護・保全 
●自然環境情報の充実と担

い手づくり 
 

自然とのふれあい  
●ふれあいの場の整備・管理  

●ふれあいの機会拡大とマナ
ーの向上 

 

      

― 
【生活環境】 
きれいな 
水と空気で 

いやされるまち 

― 

水質  

●水質の監視・指導  
●生活・事業排水対策 
 

大気・騒音・振動・悪臭 

●大気環境の監視と工場等
の排気ガス対策  

●自動車からの排気ガス対

策 
●騒音・振動・悪臭対策 

公害苦情・化学物質 

●公害苦情への対応と情報
公開 

●化学物質対策 

      

― 
【都市環境】 
歴史と緑が 
彩る 安全で 
美しいまち 

― 
緑と公園  
●公園緑地の整備と保全 

●緑化の推進とヒートアイラン
ド対策 

景観・歴史文化遺産 
●良好な景観形成の推進 

●歴史文化遺産の保護・啓発 

交通 
●道路・自転車道の整備 

●自動車から公共交通への
転換 

― 

廃棄物 
●ごみ減量化の推進 
●資源の再使用・再資源化の

推進 
●適正なごみの収集・処理 

環境美化・不法投棄 
●不法投棄・ポイ捨ての未然
防止と回収 

●漂着ごみ対策 
 

 

      

― 

【地球環境】 
子どもも大人も 
みんなで 
地球環境を 
守るまち 

― 

地球温暖化・エネルギー・オゾン層の破壊 

●総合的な地球温暖化対策の推進 
●省エネルギーの推進・新エネルギーの導入 
●緑化等による二酸化炭素の吸収 

●オゾン層破壊物質の回収  

ライフスタイル 

●グリーン購入の推進 
●環境配慮行動の実施 

      

― 

【環境教育】 
環境と共生する 
知恵や工夫を 

楽しむ  
人づくりのまち 

― 
環境教育 

●教育機関による環境教育 
●行政や地域による環境教育 

環境保全活動  

●資金的・物的・技術的な支援 
●協働の支援と情報提供 
  

― 
環境情報  
●情報の収集・作成  

●あらゆるメディアの活用 

環境マネジメント・協働による計画推進 
●沼津市版環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑの作成 

●環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑの普及・活用 
●協働による計画推進 

 
     

 市民協働重点プロジェクト 

      

― 
【共通テーマ】 

沼津市の環境を

再発見する 
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ぬまづ自然再発

見プロジェクト 

ごみニャーぬま
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環境教育推進 

プロジェクト 

ストップ地球温暖
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２ 取り組みの実施状況と評価 

本計画では、環境課題解決のため、個別の取り組みや事業等における実績より33項目の指標を選定し、

数値目標を設定しています。計画の推進においては、「行政による取り組み」のほか、「市民との協働（「市

民協働重点プロジェクト」等）による取り組み」、「市民活動（「沼津市市民エコプロジェクト」等）によ

る取り組み」など、計画の目的達成に資する事業及び取り組みが行われています。 

 

① 数値指標に対する実績 

平成 30 年度は単年度目標に達したものが 15 項目、単年度目標には届いていないが基準値（平成 21 年

度実績）に比べ維持もしくは向上したものが７項目、基準値に比べ低下しているものが７項目でした。（残

り４項目は事業終了や調査時期外、目標値未設置、非公表で評価対象外） 

・評価について・・・・・各項目における評価基準は以下のとおりです。 

 ◎：目標（H30）を達成した場合   ○：基準値（H21）に比べ維持・向上した場合  

△：基準値に比べ低下した場合     －：事業終了や調査時期外のため評価対象外  

 なお、H32 年度目標との比較についても、参考のために掲載しました（評価は、カッコ内）。 

平成 32 年度目標に達したものが８項目、平成 32 年度目標には届いていないが基準値（平成 21年度実

績）に比べ維持もしくは向上したものが 13 項目、基準値に比べ低下しているものが９項目でした。（残

り３項目は事業終了や調査時期外で評価対象外） 

◎：最終目標（H32）を達成した場合 ○：基準値（H21）に比べ維持・向上した場合  

△：基準値に比べ低下した場合     －：事業終了や調査時期外のため評価対象外  

 

②行政による取り組み 

 上記指標を含め、環境課題解決に向けて各部署が施策を実施しています。 

 

③市民協働重点プロジェクトによる取り組み 

本計画に定めた５つの「市民協働重点プロジェクト」について、市民、事業者、市の協働による環境保全活

動を実施します。 

 

④市民活動（「沼津市市民エコプロジェクト」等）による取り組み 

市民、事業者による、それぞれの特性を活かした環境保全の取り組みが行われています。 

・沼津市市民エコプロジェクトとは・・・市民等の環境活動の活性化を図るため、環境基本計画推進委員会が、

計画の推進に資すると考えられる様々な自主的な環境活動を募集し、支援するものです。 

 

 

 



 

  

持続可能な農林水産業や、エコツーリズムを取り入れた観光、環境に配慮した商工業や土地利用などを通じ

て、本市の産業が環境と共生し、ともに発展していくまちを目指します。 

 

①数値指標に対する実績 

農林水産業（計画書 4-1-1） 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 ◎ 

(◎) 

H30 H32 

1 
ふるさと給食週間における地場

産物（静岡県産）の割合 

30.90％ 44.51％ 44.06％ 44％ 40％以上 

関係課 現況について 

学校教育課 

毎年 6月に県下で実施される「ふるさと給食週間」で

の地元産食材の割合を示したものであるが、年間を通

じて、安全安心で廉価であり安定供給という前提の上

で、沼津産の食材の使用に力を入れている。農林農地

課が所管する学校給食地場農産物関係者会議にも参加

しており、今後も、関係者との連携を強化しながら、

地場産品の使用に努めていく。 

 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 ◎ 

(○) 

H30 H32 

2 農地利用集積実施面積 

34.1ha 62.0ha 39.4ha 36.0ha 45.0ha 

関係課 現況について 

農林農地課 計画通りに実施した。 

観光・エコツーリズム（計画書 4-1-2） 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 ◎ 

(○) 

H30 H32 

3 観光交流客数 

360 万人 410 万人 450 万人 430 万人 500 万人 

関係課 現況について 

観光戦略課 
イベント等により、沼津の魅力を発信することができ

た。 

 

 

 

 

1 環境と産業が共生し 発展するまち ＜計画書 4- 1＞ 



工業・商業・土地利用（計画書 4-1-3） 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 ◎ 

(◎) 

H30 H32 

4 
エコアクション 21認証取得事業

所数（累計） 

44 社 95 社 107 社 98 社 88 社 

関係課 現況について 

環境政策課 

上半期講習の開催見送りとなったが、再度募集をかけ、

４社が受講した。令和元年中の取得を見込んで現在１

社が受講している。新規取得事業者拡大に向けて今後

もエコアクション 21 事務局と連携を強めていく。 

②行政による取り組み 

分類 取組内容 H30 年度実施内容 担当課 

農林水産業（計画書 4-1-1） 

農地・生 

産林・漁 

場の保全 

農地転用・耕作放棄地への

対策 

耕作放棄地を借り受けて営農再開を目指す農業者２人

と事業を実施した。 

農林農地課 

有害鳥獣への対応 駿東・伊豆地域の市町での話し合いのもと、有害鳥獣許

可の捕獲期間を合わせ、猟友会等により捕獲を行った。

沼津市における有害鳥獣捕獲許可は 36件。 

農林農地課 

地産地消 

の推進 

地元農産物の地産地消 沼津農林まつりを開催した。(12/16) 

沼津 Local Food Meeting を開催した。(2/5) 

農林農地課 

 

地元水産物の地産地消 内浦漁協祭や戸田朝市、水産祭などの地産地消イベント

への補助を行った。 

沼津魚食普及のためのひらき体験教室など、地産地消推

進イベント支援を行った。 

静浦地区におけるわかめ養殖事業の支援を通し、地産地

消を推進した。 

水産海浜課 

地産地消の教育と PR 食育 DAY キャンプ in ぬまづを実施した。(7/31) 

T-1 グランプリを開催した。(3/2) 

小学校における生産者等による授業を実施した。(お茶、

プチヴェール) 

農林農地課 

 

後継者の

育成 

後継者の育成 地元小学生を対象としたマダイ・ヒラメの稚魚放流、保

育所で実施したおさかな教室を支援した。 

静浦地区におけるわかめ養殖事業の支援を通し、静浦小

中一貫校の生徒に漁業体験活動を実施した。 

水産海浜課 

 

 

 



観光・エコツーリズム（計画書 4-1-2） 

ルールづ 

くり・イ 

ベント等 

による PR 

イベント・キャンペーンの

実施 

ぬまづ茶会において、発生したごみの持ち帰りを促すな

ど環境に配慮した取り組みを行った。 

沼津市芸術祭及びまちなかコンサートにおいて、会議資

料の削減やイベント当日のごみの持ち帰り等の環境に

配慮した取り組みを実施した。 

文化振興課 

工業・商業・土地利用（計画書 4-1-3） 

環 境 配 慮

の 推 進 と

エ コ ビ ジ

ネ ス の 育

成 

事業所による環境配慮の推

進 

事業者のエコアクション 21 取得を支援し、平成 30年は

４社がセミナーを受講し、年内に認証取得した。平成

31 年中の認証取得を見込んで１社がセミナーを継続受

講している。 

環境政策課 

環境に配

慮した土 

地の利用 

土地利用時の環境配慮の指

導 

市内企業及び市内進出予定企業に対し、工場立地法に関

する周知を行った(工場立地法に基づく届出４件)。 

商工振興課 

③市民協働重点プロジェクトによる取り組み 

事業名 取組内容 H30 年度実施予定 関係団体・課 

市民協働重点プロジェクト「すごいぞ大地と海のめぐみプロジェクト」 

すごいぞ大

地と海のめ

ぐみプロジ

ェクト 

地産地消の推進 

 

農林まつり、みどりまつり、食育 DAY キャンプ inぬまづ、

沼津水産祭や「地産地消」をテーマとしたぬまづ環境市

民大学を開催した。 

環境政策課 

ほか 

④市民活動（「沼津市市民エコプロジェクト」等）による取り組み 

活動名 取組内容 H30 年度実施内容 関係団体 

地 産 地 消

普 及 促 進

活動(市民

エ コ プ ロ

ジェクト) 

遊休農地の畑を借りて、野菜を

栽培・収穫し、地元住民を中心

に販売を行い、地産地消を目指

すとともに、地産地消を継続発

展させるために環境教育等を

実施する。 

小玉スイカ、トウモロコシなど、旬の野菜をさいばいし、

地元住民に地産地消の徹底を図るためにチラシを作成

した。 

竹林の整備を行い、筍や椎茸の収穫を予定しており、地

産地消の定着を図った。 

しおみちエコ

運動推進会 

イベント 

の開催 

漁業関連イベントを開催す

る 

第 46 回沼津水産祭、いけすや市のほか、おさかな教室

等を開催した。 

各漁業協同

組合等 

農業関連イベントを開催す

る 

野菜品評会、産直市（市内 7箇所）等のイベントを開催

した。 

農業協同

組合等 

 



 

 

海・山・川をはじめとした恵み豊かな自然環境を、市民共通の財産として一人ひとりの責任で守り育ててい

き、自然と人々の営みが調和するまちを目指します。 

 

①数値指標に対する実績 

海・山・川の自然（計画書 4-2-1） 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 ◎ 

(◎) 

H30 H32 

5 海岸林保全のための管理面積 

114.87ha 115.30ha 115.30ha 115.30ha 115.30ha 

関係課 現況について 

農林農地課 
全域にわたって継続管理する。引き続き薬剤地上散布

や伐倒駆除等による適正管理を行う。 

 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 ◎ 

(◎) 

H30 H32 

6 
千本松原の民有林整備及び管理

面積 

6.65ha 

（整備面積） 
35.00ha 
（管理面積） 

35.00ha 
（管理面積） 

35.00ha 
（管理面積） 

35.00ha 
（管理面積） 

関係課 現況について 

農林農地課 各団体により実施済みである。 

動植物（計画書 4-2-2） 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 △ 

(△) 

H30 H32 

7 市民の森自主事業参加人数 

117 人 137 人 101 人 140 人 140 人 

関係課 現況について 

緑地公園課 

天候に左右されるものの、広報活動を積極的に実施し、

上半期は良好な実績となったが、下半期は天候に恵ま

れず予定された全講座が実施されなかった。今後も積

極的な PRに努め、多くの参加者のもと、緑化推進啓発

に努めたい。 
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自然とのふれあい（計画書 4-2-3） 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 △ 

(△) 

H30 H32 

８ 
はかま滝オートキャンプ場利用

者数 

1,871 人 1,663 人 1,830 人 2,000 人 2,000 人 

関係課 現況について 

観光戦略課 

前年度に比べて利用日数が増え、利用者数が増となっ

たが、目標値及び基準年の実績値に届いていないので、

利用しやすい施設管理に努め、SNS を活用した広報な

どで引き続き利用者数の増を図る。 

②行政による取り組み 

分類 取組内容 H30 年度実施状況 担当課 

海・山・川の自然（計画書 4-2-1） 

海岸の保 

全・管理 

海岸保全活動の支援 市民エコプロジェクト支援補助金の交付等により 11 月

に海岸の清掃活動を支援した。 

９月に海洋ごみが問題をテーマとしたぬまづ環境市民

大学を開催した。 

７月１日の海岸愛護団体による海岸一斉清掃活動を支援した。 

環境政策課 

 

 

 

水産海浜課 

河川や湿

地の保全

管理 

河川及び護岸の保全・管理 塚田川の浚渫を実施した。 

その他河川や水路について、60 箇所の浚渫や転石撤去、

支障物の撤去を実施した。 

河川課 

河川・湿地保全活動の支援 市民エコプロジェクト支援補助金の交付等により、浮島の

湧水堀や池の清掃活動を支援した。 

河川愛護事業を実施した 70 団体及び「狩野川を守る会」、

「大岡地区河川を守る会」に対し、報償金を交付した。 

環境政策課 

 

河川課 

湧水・地 

下水の保 

全 

水利用の適正化 個人情報保護シールに啓発の文言を掲載した。 

「検針票」に漏水の防止及び水資源の有効活用を掲載し

た。また、漏水のおそれがある案件については、声かけ

や手紙での連絡を実施した。 

水道サービス課 

 

動植物（計画書 4-2-2） 

動植物の 

保護・保全 

貴重な動植物の保護・保全 アカウミガメの卵の保護ゲージを設置し、地元ボランテ

ィアの協力のもと、毎朝巡回した。 

環境省のウミガメ調査に協力し、沼津市の状況を報告した。 

水産海浜課 

 

 

自然環境調査の実施 7/27 清水町と合同で「水生生物観察会」を開催した。

参加者は沼津市 26名、清水町 22 名。水質階級Ⅰの「き

れいな水」との結果になった。 

環境政策課 

 



自然とのふれあい（計画書 4-2-3） 

ふれあい 

の場の整 

備・管理 

海岸・河川・湿地のふれあ

いの場の整備・管理 

市内 6箇所に海水浴場を開設した。（千本、島郷、平沢、

大瀬、井田、御浜）開設期間 7 月 14 日（土）～8 月

19 日（日）（平沢、御浜は 8月 31日(金)まで開設） 

来場者数 130,995 人、水難事故無し 

我入道の渡し船 指定管理者：沼津我入道漁業協同組合 

利用実績 運行日数：49日、利用人数：2,127 人 

西浦海浜施設の開設を行った。 

観光戦略課 

 

 

 

 

水産海浜課 

森林・農地のふれあいの場

の整備・管理 

ハイキングコースのパトロール及び倒木処理を実施し

た。（沼津アルプス、発端丈山、愛鷹山） 

観光戦略課 

公園緑地・景勝地のふれあ

いの場の整備・管理 

市内 15 箇所のレストスポットの清掃・維持管理を業務

委託で実施した。 

戸田地区景勝地の維持管理を業務委託で実施した。 

観光戦略課 

 

③市民協働重点プロジェクトによる取り組み 

事業名 取組内容 H30 年度実施内容 関係団体・課 

市民協働重点プロジェクト「ぬまづ自然再発見プロジェクト」 

ぬまづ自

然再発見

プロジェ

クト 

自然資源の保護 

自然体験学習の推進 

地域資源の理解の促進 

海、川等での清掃活動の支援や水生生物観察会など、地

域の自然をより身近なものとして意識するよう図った。 

環境政策課 

地域自治課 

ほか 

④市民活動（「沼津市市民エコプロジェクト」等）による取り組み 

活動名 取組内容 H30 年度実施内容 関係団体 

愛鷹運動公園

内沼津市有林 

遊歩道周辺の

侵入竹・雑木除

伐およびチッ

プ化活動 

(市民エコプロ

ジェクト) 

愛鷹運動公園内散策路周辺

のあれた放置竹林等を整備

し、皆伐した竹を粉砕する

機械でチップ化するなど安

全な環境づくりに努める活

動をする。 

遊歩道周辺（約１ha）内の竹の皆伐、灌木を除伐する。 

伐採して集積した竹・灌木をチップ化して、林内や遊歩

道に散布する。 

環境整備「森

と竹で健康

クラブ」 

浮島沼の湧水

と貴重動植物

の保護活動 

(市民エコプロジ

ェクト登録部門) 

地域のシンボルとして環境

を整備し、貴重な地域資源

であるとの認識を広め、湧

水を保全し、利活用を図る

活動を地元の方々と共に実

施した。 

「桜草を愛でる会」、「興国寺跡で遊ぼう」や毎月「自然

観察会」を開催した。 

城跡にある孟宗竹、黒竹、篠竹などを使って、箸や水鉄

砲を作って遊んだ。 

自然観察会では、野鳥、植物などを観察した。 

NPO 法 人

浮 島 沼 自

然・里つく

りの会 



第5回スポGOMI

大会 IN 牛臥山

公園小浜海岸

(市民エコプロジ

ェクト登録部門) 

海岸・河川美化活動スポー

ツごみ拾い大会を開催し、

スポーツ競技として清掃活

動を行った。 

牛臥山公園小浜海岸を会場として、11 月 25 日に「スポ

GOMI 大会」（28チーム参加）を施した。 

チームで作戦会議の後、拾った燃やすごみ、埋め立てご

み、プラスチック類（ペットボトル含）、缶（金属類）、

ビンごとの重量を測り、重量に応じたポイント取得制で

競いながら海岸の清掃活動を行った。 

エコネット沼津 

海岸美化 

活動 

海岸の清掃・美化活動 海岸愛護団体による市域海岸の清掃活動（海岸一斉清

掃）が実施された。 

海岸愛護 

団体等 

海岸・河

川美化活

動 

自然との 

ふれあい 

河川の清掃・美化活動 

 

河川愛護団体、狩野川を守る会、大岡地区河川を守る会

がそれぞれ河川美化活動を実施した。 

河川愛護 

団体等 

自然観察会等の実施 

（第９回ぬまづエコ活動コ

ンテストより） 

ホタルや生きものの生息環境の調査や研究を行うとと

もに、会員の教育の推進、ホタルの舞う水辺の環境保全、

再生活動を実施した。 

戸田ホタ

ルの会等 

 

 

 

 

環境への負荷を低減することで、不快な音や臭いがしない、きれいな水や空気でいやされる環境づくりを行

います。水や空気を清浄に保つことにより、私たちの健康を健全に保つことにもつながります。 

 

①数値指標に対する実績 

水質（計画書 4-3-1） 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 ◎ 

(◎) 

H30 H32 

９ 
河川の環境基準達成率（市内 11

河川、BOD） 

90.90％ 100.00％ 100.00％ 100.00％ 100.00％ 

関係課 現況について 

環境政策課 
市内 11 河川の水質を測定した結果、全ての地点で BOD

の超過はなかった。 
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水質（計画書 4-3-1） 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 ○ 

(○) 

H30 H32 

10 公共下水道普及率 

52.20％ 59.5％ 60.1％ 60.90％ 63.20％ 

関係課 現況について 

下水道整備課 

下半期発注工事で入札不調があり、工事が繰り越しと

なってしまった。 

今後の方針：入札不調となっても対応出来るように早

期発注を心掛ける。 

 

 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 ○ 

(○) 

H30 H32 

11 水洗化率（下水道接続率） 

82.40％ 87.40％ 87.50％ 89.50％ 90.70％ 

関係課 現況について 

水道サービス課 
今後も引き続き水洗化率（下水道接続率）向上のため、

訪問指導や啓発活動を実施していく。 

 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 ○ 

(○) 

H30 H32 

12 廃食油回収拠点 

15 箇所 18 箇所 17 箇所 20 箇所 30 箇所 

関係課 現況について 

ごみ対策推進課 

廃食油回収調査事業を開始した 10年前と比べると、油

で回収場所の周囲が汚れるなどのマイナス要素によ

り、廃食油回収に理解が示されにくくなっている。マ

イナス面を含め、今後とも回収拠点の拡大について検

討してまいりたい。 

大気・騒音・振動・悪臭（計画書 4-3-2） 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 ◎ 

(◎) 

H30 H32 

13 大気の環境基準達成率 

100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 

関係課 現況について 

環境政策課 
金岡小学校及び愛鷹中学校にて、毎日 24時間常時監視

を実施し、全ての地点で環境基準超過はなかった。 

 



公害苦情・化学物質（計画書 4-3-3） 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 ○ 

(○) 

H30 H32 

14 公害苦情件数 

163 件 106 件 134 件 100 件以内 100 件以内 

関係課 現況について 

環境政策課 

生活環境の保全のため、迅速かつ適切な対応を図ると

ともに、工場及び事業所に対しては関係法令に基づく

周知・指導等を徹底し、公害発生の未然防止に努めた。 

 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 ◎ 

(◎) 

H30 H32 

15 
ダイオキシン類の環境基準達成

率 

92.7％  100％ 100％ 100％ 100％ 

関係課 現況について 

環境政策課 

大気４ヶ所、水質・底質５ヶ所、地下水２ヶ所、土壌

２ヶ所にてダイオキシン類濃度を測定し、全ての地点

で環境基準の超過はなかった。 

②行政による取り組み 

分類 取組内容 H30 年度実施状況 担当課 

水質（計画書 4-3-1） 

水質の監 

視・指導 

 

水質の監視 市内 11 河川の水質を監視・測定した。（全て基準値以内） 環境政策課 

有機塩素系化合物による汚

染の監視・指導 

静岡県東部五市四町地下水汚染防止対策協議会と連携

し、上半期 75 井戸 11 湧水７河川、下半期 66 井戸、12

湧水、8河川）で地下水測定を実施した。 

環境政策課 

生活・事業

排水対策 

生活排水処理施設の整備と

普及啓発 

下半期発注工事で入札不調があり、繰越工事となってしまっ

たことにより、平成 30 年度末の普及率は 60.1％となった。 

下水道整備課 

大気・騒音・振動・悪臭（計画書 4-3-2） 

大気の監

視と工場

排気対策 

大気環境の監視 金岡小学校及び愛鷹中学校に設置している大気汚染監視測定

局にて、一酸化窒素、二酸化窒素、浮遊粒子状物質、風向、

風速の５項目を、毎日 24 時間常時監視を実施した。 

環境基準超過はなかった。 

環境政策課 

工場などからの排気ガス対

策 

公害防止協定を締結している工場、事業所から自主測定の結

果を確認するとともに、VOC 設備がある事業所については、５

月から９月までの光化学オキシダント発生時の対応協力を実

施した。工場、事業所への立入検査（19 事業所）を実施し、

対象施設の稼働状況や排出ガスの自主測定結果を確認。一部

の事業所を指導したが、概ね環境基準に適合している。 

環境政策課 



自動車か

らの排気

ガス対策 

道路整備による交通渋滞の

解消 

各道路整備に合わせて、交差点の改良について検討及び

関係機関と協議を行った。 

道路建設課 

公共交通機関の利用促進 公共交通に関する出前講座やバス教室（地域自治課）の

開催、環境定期券制度の周知など公共交通の利用促進に

取り組んだ。 

まちづくり政策課 

騒音・振 

動・悪臭 

対策 

騒音・振動への対策 自動車騒音測定については、19 センサス区間 35.3 ㎞で

常時監視した結果、環境基準を昼夜ともに満たしていた

のは幹線道路に面する住居全体のうちの 93.6％であっ

た。 

環境政策課 

悪臭への対策 臭気指数規制については、市 HP で周知するとともに、

発生源である事業所へは、周辺環境への影響を踏まえた

うえで、脱臭装置等の設備導入や作業方法の見直しを指

導した。 

環境政策課 

大気・騒音・振動・悪臭（計画書 4-3-2） 

公害苦情 

への対応 

と情報公開 

公害苦情マニュアルに基づ

き、個々の苦情内容に最適

な対応を図る 

野焼きや騒音等の苦情、上半期 75件、下半期 59件に対

して、適切な対応を取るとともに「市政の概要」等で苦

情処理件数を公表、周知した。 

環境政策課 

化学物質 

対策 

ダイオキシン類の発生抑

制・監視 

保健センター、第三中学校、浮島地区センター、足高拓

南自治会館の４カ所にて年４回大気中のダイオキシン

類濃度を測定し、４回とも環境基準を満たしていた。 

野焼きに関しては、市民からの苦情に対応する形で随時

実施した(野焼き苦情件数 43件)。 

大気４カ所、水質・底質５カ所、地下水２カ所、土壌２

カ所にてダイオキシン類濃度を測定した。すべての地点

において環境基準の超過はなかった。 

環境政策課 

農薬・アスベスト対策の実

施 

「特定粉じん排出等作業実施届出書」を提出した９事業

所に対し、立入検査を実施した。 

環境政策課 

③協働（「市民協働重点プロジェクト」等）による取り組み 

平成 30 年度市民協働重点プロジェクトしての実施はなし。 

④市民活動（「沼津市市民エコプロジェクト」等）による取り組み 

平成 30 年度実績はなし。 

 

 

 

 



 

 

歴史文化を守りながら、公園や緑地などの豊かな緑、富士山の眺望などの景観が調和したまちづくりを行い

ます。また、私たちの生活から出るごみや不法投棄などを削減し、街中や海・山・川などでのごみの散乱を防

ぎます。これらのことを通じて、みんなが暮らしやすく、安全で快適な都市環境の創造を目指します。 

 

①数値指標に対する実績 

みどりと公園（計画書 4-4-1） 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 

○ 

(○) 

H30 H32 

16 

市民アンケートで緑が多いと感

じる市民の割合（沼津市施策の推

進に関するアンケート） 

44.50％ 
（市民一人あた
りの公園面積
6.16 ㎡） 

54.6% 
（市民一人あた
りの公園面積
6.82 ㎡） 

47.0% 
（市民一人あた
りの公園面積
6.87 ㎡） 

53.00％ 55.00％ 

関係課 現況について 

緑地公園課 

前年度より低いものの、基準年度から向上しており、

みどりまつりや花苗の配布等の実施が反映しているも

のと考える。今後も継続し、緑化活動を実施する。 

 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 － 

(○) 

H30 H32 

17 
ぬまづの森づくり植樹面積 

（累計） 

550 ㎡ 2,955 ㎡ 3,005 ㎡ － 4,260 ㎡ 

関係課 現況について 

緑地公園課 
例年通りどんぐりポット苗の植替え作業を実施し、２

月には小規模ながら植樹活動を実施した。 

景観・歴史文化遺産（計画書 4-4-2） 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 日 H30 
△ 

(△) 

H30 H32 

18 違反広告物の簡易除却数 

230 件 
531 件 

(委託込) 

79 件 

(委託込) 

600 件 

(委託込) 

100 件 

(委託除) 

関係課 現況について 

まちづくり 

指導課 

ここ数年の指導により、違反物件が減少してきた。2020

年度のオリンピック開催に向け、より指導を強化して

いきたい。 
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廃棄物（計画書 4-4-4） 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 ◎ 

(○) 

H30 H32 

19 
ごみに関する環境教育の実施回

数 

27 回 36 回 34 回 32 回 35 回 

関係課 現況について 

ごみ対策推進課 

ごみの減量・資源化を推進するには、市民の理解と協

力が不可欠であり、説明会や講座は周知・啓発を行う

貴重な機会である。今後とも積極的な開催に努める。 

 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 △ 

(△) 

H30 H32 

21 事業系ごみの量 

20,547ｔ 20,387ｔ 21,180ｔ 19,800ｔ 19,520ｔ 

関係課 現況について 

ごみ対策推進課 

事業系ごみの排出量は景気に左右されやすい傾向にあ

るが、適正排出の努力や工夫により減量の余地はある

と考えており、今後とも事業所の協力を得ながらごみ

の減量に向けた周知啓発に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 △ 

(○) 

H30 H32 

20 
市民 1人当たりの家庭系ごみの

量 

618ｇ 
/人日 

546ｇ 
/人日 

549ｇ 
/人日 

543ｇ 
/人日 

538ｇ 
/人日 

関係課 現況について 

ごみ対策推進課 

平成 30 年度は 10 月の台風 24号の被害により、ごみの

排出量が増加したという側面はある。しかしながら、

29年度以降1人当たりの家庭系ごみの量が増加する傾

向にあるため、広報媒体や講座・イベントの機会を積

極的に活用し、ごみの減量・資源化について啓発を行

っていく。 



指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 ◎ 

(△) 

H30 H32 

22 すまいるしょっぷ店舗数 

74 店舗 53 店舗 65 事業所 60 事業所 100 店舗 

関係課 現況について 

ごみ対策推進課 

事業所側から見たすまいるしょっぷ認定のメリット

は、事業所が行う環境配慮の取り組みを市が認め、そ

のことを市が広く周知することである。このメリット

を維持するため、すまいるしょっぷを紹介する機会を

積極的に設ける必要がある。 

 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 ○ 

(○) 

H30 H32 

◆12 廃食油回収拠点 

15 箇所 18 箇所 17 箇所 20 箇所 30 箇所 

関係課 現況について 

ごみ対策推進課 

廃食油回収調査事業を開始した 10年前と比べると、油

で回収場所の周囲が汚れるなどのマイナス要素によ

り、廃食油回収に理解が示されにくくなっている。マ

イナス面を含め、今後とも回収拠点の拡大について検

討してまいりたい。 

環境美化・不法投棄（計画書 4-4-5） 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 ◎ 

(△) 

H30 H32 

23 一般廃棄物不法投棄件数 

223 件 271 件 275 件 334 件 240 件 

関係課 現況について 

クリーンセンター 

収集課 

前年度より４件増加しているが、目標値以下は達成し

ている。引き続き、不法投棄監視パトロールや啓発活

動を実施する。 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 ◎ 

(◎) 

H30 H32 

24 不法投棄回収量 

34.99t 9.19ｔ 11.11t 25.00t 25.00t 

関係課 現況について 

クリーンセンター

収集課 

前年度より 1.92ｔ増加しているが、目標値以下は達成

している。引き続き、不法投棄監視パトロールや啓発

活動を実施する。 



指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 ◎ 

(○) 

H30 H32 

25 
市内一斉クリーン週間における

参加事業所 

141 社 163 社 170 社 170 社 190 社 

関係課 現況について 

ごみ対策推進課 

周知方法の工夫・改善により参加事業所の増加に繋が

ったため、今後も可能な限りの周知に努め、環境美化

を推進する。 

②行政による取り組み 

分類 取組内容 H30 年度実施状況 担当課 

緑と公園（計画書 4-4-1） 

公園緑地 

の整備と 

保全 

公園緑地の整備・管理 空き地活用公園用地確保なし 

既存都市公園等巡回管理業務等、適正管理を実施した。 

「民間活力を生かした公園アクションプラン」を策定した。 

緑地公園課 

市民参加による公園緑地等

の整備・管理 

公園愛護会、ぬまづまちぴか応援隊等市民参加型公園管

理を実施した。 

緑地公園課 

緑化の推 

進とヒー 

トアイラ 

ンド対策 

緑化に関する制度の活用 開発行為による緑化率の向上指導を行った。 緑地公園課 

街路樹や生垣など沿道の緑

化推進 

街路樹による緑化推進のため、植樹帯を設けた道路工事

を発注した。 

街路樹による緑化推進のため、植樹帯の樹木の修繕を行

った。 

街路樹木管理業務、街路樹木病虫害防除業務等、適正管

理を実施した。 

道路建設課 

 

 

 

緑地公園課 

屋上緑化・壁面緑化の推進 ５月に市内の小・中・高校、幼稚園、保育園対象に緑の

カーテンプロジェクトを実施、全９校に種を配布した。 

（グリーンバンク） 

緑地公園課 

緑化活動への支援・PR の推

進 

春のみどりまつり（4 月 21 日、22 日実施）や秋のみど

りまつり（11月３日、４日）、花いっぱいキャンペーン、

花苗配布（38,000 株）、各緑化推進啓発講座を実施した。 

緑地公園課 

気化熱によるヒートアイラ

ンド対策 

どんぐりポット苗植替え作業を実施した。（7/20） 

第 8 回植樹祭（250 本、県営愛鷹球場北側）を開催した。。

（2/21） 

緑地公園課 

景観・歴史的文化遺産（計画書 4-4-2） 

良好な景

観形成の

推進 

人工物による景観阻害への

対策 

電線地中化に向けて関係者と協議を実施した。 

県と共同で実施していく箇所について、継続的に協議を

実施した。 

道路建設課 



歴史文化 

遺産の保 

護・啓発 

歴史文化遺産の保護・保存 中部地方整備局より、香貫用水の環境用水の水利使用許

可を得て、通水を開始した。 

松城家住宅の本修理を継続実施し、組立工事に着手し

た。 

興国寺城跡の整備用地を取得した。また、これまでの調

査成果をまとめた報告書を刊行した。 

原帯笑園の公開に向け、外構工事が完了した。 

御用邸記念公園の保存活用計画を策定した。 

環境政策課 

 

文化振興課 

 

 

 

 

緑地公園課 

歴史文化遺産の啓発 松城家住宅の本修理の特別公開を実施し多数の参加が

あった。 

興国寺城跡の報告書を刊行した。 

原帯笑園の暫定公開を行った。  

御用邸記念公園の保存活用計画を策定した。 

文化振興課 

 

 

 

緑地公園課 

交通（計画書 4-4-3） 

道路・自 

転車道の 

整備 

道路整備による交通渋滞の

解消 

各道路整備に合わせて、交差点の改良について検討及び

関係機関（警察）と協議を行った。 

道路建設課 

自転車利用環境の整備 自転車通行空間の整備のための詳細設計業務委託の実

施及び関係機関との協議を行った。 

自転車通行空間の整備として、矢羽を設置した。 

道路建設課 

交通（計画書 4-4-3） 

自動車か

ら公共交

通への転

換 

公共交通機関の利用促進 バス教室の開催（地域自治課）、環境定期券制度の周知

など公共交通の利用促進に取り組むとともに、沼津駅－

沼津港間における交通整備基礎調査を実施した。 

まちづくり政策課 

廃棄物（計画書 4-4-4） 

ごみ減量

化の推進 

ごみに関する教育や啓発 各種講座や自治会での分別等に関する説明会、ごみ分別

アプリの普及活動、雑がみ分別の啓発活動等を着実に行

った。 

ごみ対策

推進課 

ごみの減量化 ダンボールコンポスト作成講座を 10 月までに 7 回開催

したほか、3月にエコ料理教室を開催し、なるべくごみ

を出さないように工夫した調理方法の周知を行った。 

ごみ対策

推進課 

 

 

 

 



廃棄物（計画書 4-4-4） 

資源の再 

利用・再 

資源化の 

推進 

再使用の推進 ３月にフリーマーケットフェスティバルを開催し、不用

品のリユースが実践された。また子ども服交換会は、子

育てサークルの協力を得るなどして、６回開催し、子ど

も服のリユースに繋がった。 

ごみ対策

推進課 

 

再資源化の推進 廃食油の新たな回収拠点の設置には至らなかったが、既

存の回収拠点において着実に廃食油を回収し、インク原

料へのリサイクルに繋げた。小型家電、剪定枝の各リサ

イクル事業についても着実に実施した。 

ごみ対策

推進課 

廃棄物（計画書 4-4-4） 

適正なご

み の 収

集・処理 

分別収集・収集体系の最適

化 

希望により自治会などにごみの分別等についての説明

会を実施した。 

良好な生活環境保全のため、ごみの集積施設整備につい

て補助金を交付した。 

平成 30 年度から資源回収物のうち、缶類、ペットボト

ル等の収集を直営収集から委託収集に変更した。 

ごみ対策

推進課 

 

 

クリーンセンター 

収集課 

ごみの適正処理 不適切排出の通報等に基づき、個人、事業者に対して指

導を実施した。多量排出事業所を訪問し、適正排出・処

理について指導を行った。 

焼却灰、飛灰を委託により路盤材にリサイクルした。（清

掃プラント） 

し尿処理に伴い発生する脱水汚泥を委託により堆肥化

した。（衛生プラント） 

ごみ対策

推進課 

 

クリーンセンター 

管理課 

環境美化・不法投棄（計画書 4-4-5） 

不 法 投

棄・ポイ

捨ての未

然防止と

回収 

 

 

不法投棄への対策 環境美化班を中心に不法投棄防止業務を行った。（防止

パトロール週３回、防止柵や看板の設置） 

愛鷹地区不法投棄防止対策部と協働で不法投棄件数の

縮減を図った。（年８回） 

クリーンセンター 

収集課 

ポイ捨てやマナー向上への

対策 

地区ごとの環境美化指導員へ啓発用ポケットティッシ

ュを配布し、地区のイベント時に配布するよう依頼し

た。 

フリーマーケットフェスティバルの際も来場者への啓

発を行った。 

ごみ対策

推進課 

 

 

 



漂着ごみ 

対策 

 

 

 

海岸・河川の清掃 千本浜・島郷・牛臥・志下海岸の定期清掃を行った。 

大瀬海岸で職員による流草木清掃を実施した。 

河川愛護事業に登録している 71 団体及び「狩野川を守

る会」、「大岡地区河川を守る会」による河川美化活動が

実施された。 

水産海浜課 

 

河川課 

③市民協働重点プロジェクトによる取り組み 

事業名 取組内容 H30 年度実施内容 関係団体・課 

市民協働重点プロジェクト「ごみニャーぬまづプロジェクト」 

ごみニャ 

ーぬまづ 

プロジェ 

クト 

市民・団体・事業者と沼津

市が契約を結び、協働して

ごみ清掃が行われる持続可

能な仕組み「沼津ごみニャ

ーシステム」を構築する 

「ぬまづまちピカ応援隊制度」の運用を行っている。 

ぬまづまちピカ応援隊制度の実施・活動団体紹介ページ

での活動場所マップの掲載をした。 

｢ごみのない街ごみニャー沼津｣FB を運用している。 

FB の運用・ゴミに関する情報の発信、清掃活動の実施

及び各ページを利用している。 

エコネット沼津 

環境政策課 

地域自治課 

ほか 

④市民活動（「沼津市市民エコプロジェクト」等）による取り組み 

活動名 取組内容 H30 年度実施内容 関係団体 

沼津のまち

を世界一き

れいにする

「根こそぎ

清掃活動」

(市民エコプ

ロジェクト) 

原則として毎週日曜日に清掃を行

い、「根こそぎ清掃として美化状態

の長期維持を目指す。 

夏休みにこどもと一緒に清掃し、分

析方法やリサイクルを行うための

勉強会を実施する。 

毎週日曜日、参加可能な会員が集まり清掃を行った。（た

だし雨天の場合は中止） 

年末イベント「ぬまづのまちでゴミ拾いウォーキング」

を開催し、ポイ捨てゴミの回収後、収集ごみの分析と分

別方法やリサイクルを行うための勉強会を実施した。 

沼津を世界一

綺麗にする会 

廃食油のリ

サイクルせ

っけん作り

と環境勉強

会・衣類を世

界でリユー

ス活動（市民

エコプロジ

ェクト） 

廃食油リサイクルせっけ

ん製造、地元幼稚園での環

境教育を実施した。 

戸田の海や川を汚さないように、廃食油を回収し、粉せ

っけんや固形せっけんを作って販売、イベントへの参加

や幼稚園での出前講座などの啓蒙活動を行った。 

戸田せっ

けんの会 

ラ・メー

ル 

ポイ捨ご 

み散乱状 

況調査 

 

市内中心市街地を重点に

「ごみ散乱状況調査」を行

い、ごみの実態を数値化、

紹介し減量化を図る 

決められたエリアの中で回収したごみの種類と個数を

記録し調査票を作成するとともに、回収したごみを特定

してごみの減量化を図った。 

エコネット沼津 

 



地域清掃 

活動 

住みよい沼津をつくる市民

運動の実施 

地域清掃活動（クリーン作戦等）を実施した。 自治会等 

ぬまづまちピカ応援隊制度

の実施 

地域清掃活動を実施した。 自 治 会

民間団体 

企業等 

清掃活動、ごみ拾いの実施

（第９回ぬまづエコ活動コ

ンテストより） 

上記活動のほか、地区の清掃活動やごみ拾い、道籠川の

清掃など清掃活動を実施した。 

自治会等 

地域緑化 

活動 

花壇の整備・緑のカーテン

の作成（第９回ぬまづエコ

活動コンテスト・緑のカー

テン写真コンクールより） 

ゴーヤやアサガオ等で緑のカーテンを作った。 

子どもが絵を描いたプランターに花を植え、通学路沿い

の家で登下校の時間に合わせて水やりなどの世話をし

た。 

保育園他 

自治会等 

海岸美化 

活動 

海岸の清掃・美化活動 海岸愛護団体による市域海岸の清掃活動（海岸一斉清

掃）が実施された。 

海岸愛護 

団体等 

河川美化 

活動 

河川の清掃・美化活動 河川愛護団体における河川清掃や草刈りが実施された。 河川愛護 

団体等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

平成30年度のごみの排出量について 

 

  平成30年度の本市におけるごみの排出量は61,618ｔ。前年度の61,536ｔに比べ、82ｔ（0.1％）の増量と 

なった。 

 

  ごみ排出量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

燃やすごみ 50,697t 50,601t 50,274t 50,549t 50,843t 

埋め立てごみ 1,445t 1,472t 1,410t 1,337t 1,360t 

資源 6,413t 5,979t 5,468t 5,423t 5,134t 

プラスチックごみ 4,215t 4,260t 4,075t 4,227t 4,281t 

ごみ総排出量 62,770t 62,312t 61,227t 61,536 t 61,618 t 

人口 201,804人 199,901人 198,124人 196,530人 195,039人 

一人一日当たりの排出量 852g/人・日 852g/人・日 847g/人・日 858g/人・日 866g/人・日 

世帯数 89,797世帯 90,132世帯 90,521世帯 91,015世帯 91,624世帯 

一世帯一日当たりの排出量 1,915g/世帯・日 1,894g/世帯・日 1,853g/世帯・日 1,852g/世帯・日 1,842g/世帯・日 

(※平成 24 年度の住民基本台帳法の改正に伴い、算出の際に用いる人口に外国人住民を加えることとなった 

ため、本年度の表記より、過年度分も含めて外国人住民を含んだ数値に修正した。) 
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子どもから大人まで、市民全員が地球環境の恵みについての知識を修得し、理解を深めます。そのことによ

り、地球環境を守ることにつながる行動を積極的に取り組むまちを目指します。 

 

①数値指標に対する実績 

地球温暖化・エネルギー・オゾン層の破壊（計画書 4-5-1） 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 
－ 

(－) 

H30 H32 

26 
市全域からの温室効果ガス排出

量（算出は 3ヶ年前実績） 

1,633.0 
千 t-CO2 
(H19) 

1,584.2 
千 t-CO2 
（H26） 

1,602.1 
千 t-CO2 
（H27） 

－ 
1,402.3 
千 t-CO2 
（H29） 

関係課 現況について 

環境政策課 

新エネ・省エネ機器導入補助金を交付し、温室効果ガ

ス排出量減を図った。（実績：太陽光 148 件、太陽熱

温水器 10件、太陽熱利用システム６件、燃料電池 51

件、蓄電池 107 件、リフォーム 50件、給湯器 56件） 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 － 

(－) 

H30 H32 

27 

家庭部門における 1世帯当たり

の電力消費量 

（算出は 3ヶ年前実績） 

5,419.3 
Kwh（H19） 

4,773.2 
KWh(H26) 

4,661.2 
kwh (H27) 

－ 
5,177.9 

KWh 

関係課 現況について 

環境政策課 
ぬまづエコ-ＣＯ２(エココツ)アクション及びエコ活動

コンテストの応募者増を目指し、周知、啓発を図った。 

 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 △ 

(△) 

H30 H32 

28 市内太陽光発電設置件数（累計） 

1,427 件 
（H22） 

4,742 件 4,890 件 4,979 6,350 件 

関係課 現況について 

環境政策課 

ホームページ、Facebook のみによらず、市民や建設業

者、大工等を対象とした講演会を開催するなど、更な

る広報に努め、新エネ省エネ機器の導入補助金の活用

による太陽光発電システム設置の普及、促進を図る。 

 

 

 

5 子どもも大人もみんなで 地球環境を守るまち＜計画書 4- 5＞ 



指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 ◎ 

(△) 

H30 H32 

29 
アース・キッズ事業への参加校／

参加者数 

12 校／
764 人 

13 校／
755 人 

12 校／
746 人 

12 校／
736 人 

24 校／
1,600 人 

関係課 現況について 

環境政策課 

学校への事業参加呼びかけを継続するとともに、実施

の難しい学校向けには別の環境学習の機会の提供を検

討する。 

ライフスタイル（計画書 4-5-2） 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 △ 

(△) 

H30 H32 

30 庁内でのグリーン購入実践率 

95.30％ 98.08％ 96.90％ 97.50％ 100.00％ 

関係課 現況について 

総務課 
年度目標にわずかに達しなったが、今後もグリーン購

入の啓発に努める。 

 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 － 

(－) 

H30 H32 

31 
市民アンケートで「積極的に省エ

ネ活動を行っている」市民の割合 

12.7％ 14.9％ － － 30.0％ 

関係課 現況について 

環境政策課 
省エネ啓発事業についてより広く効果的な広報を実施

していく必要がある。 

②行政による取り組み 

分類 取組内容 H30 年度実施状況 担当課 

地球温暖化・エネルギー・オゾン層の破壊（計画書 4-5-1） 

総合的な

地球温暖

化対策の

推進 

条例・計画に基づく地球温

暖化対策 

環境基本計画推進委員会を全３回実施した。推進委員会

の体制を変更した。 

環境保全審議会を１回実施した。H29 年度の年次報告及

び H30 年度の実施計画について承認された。 

環境政策課 

地球温暖化防止のための組

織作り 

省エネ推進ネットワークぬまづ主催で７月 21 日に省エネ・新

エネに対する講演会を実施した。 

同組織と大岡コミュニティの共催で８月９日に小学校中・高

学年を対象とした座学と工作を行う環境教室を実施した。 

省エネ推進ネットワークぬまづにより 11 月に「エコドライブ

講演会」を開催し、市民や市内事業所に向けて、温室効果ガ

ス削減に向け啓発を実施した。 

環境政策課 



省エネル 

ギーの推 

進・新エ 

ネルギー 

の導入 

省エネルギー・新エネルギ

ー設備の導入促進 

新エネ・省エネ機器導入補助金の交付を実施した。（実績：太

陽光 148 件、太陽熱温水器 10 件、太陽熱利用システム６件、

燃料電池 51 件、蓄電池 107 件、リフォーム 50 件、給湯器 56

件） 

業者・市民向けに新エネ・省エネ機器設置費補助金関連の講

演会を実施した。 

出前講座にて、窓や天井の断熱等、省エネ設備に対する補助

金メニューに関する内容を取り入れた講演を２箇所、約 70 人

に実施した。 

庁舎別館において、蛍光灯を３台 LED 照明器具に更新した。 

環境政策課 

 

 

 

 

 

 

 

 

資産活用課 

省エネルギー活動の実践 職員向けに「エコドライブ研修会」を実施し、エコドラ

イブの推進に努めた。 

５月１日～９月 30 日を期間としクールビズを実施し、

ホームページで市民にも周知を行った。 

夏季節電行動計画を策定し節電を実施した。 

冬季（12月～3月）節電活動を実施した。 

環境政策課 

緑化等に

よる二酸

化炭素の

吸収 

都市部の緑化による二酸化

炭素の吸収 

「春のみどりまつり」の際に、ゴーヤの種子を来場者に

配付したほか、「エコ活動コンテスト」では、「みどりの

カーテン部門」を設け、緑のカーテン普及に努めた。 

消費生活展においてブースを出展し、エコ活動コンテス

トの緑のカーテン受賞作品を展示するなど、緑のカーテ

ンの普及活動を行った。 

環境政策課 

オゾン層

破壊物質

の回収 

フロンガスの適正な処理 環境実行員会議にて説明（４月）した。 

漏洩の報告なし。 

 

環境政策課 

ライフスタイル（計画書 4-5-2） 

グリーン 

購入の推 

進 

グリーン調達ガイドライン

に基づき、庁内のグリーン

購入の推進を図る 

物品の調達等の際は環境に配慮した製品の選択に努め

た。 

グリーン購入率が 98.08％となった。 

各課 

総務課 

 

環境配慮 

行動の実 

施 

環境配慮行動の実施 地域エコリーダーに対し活動物資を提供した。 

地域エコリーダーによる地域の講演会開催の協力をした。 

ぬまづエココツアクションでは 321 件の参加があった。 

窓口封筒は求めのある場合のみ手渡し、お客様が必要と

した場合のみ封筒を渡すよう徹底した。 

環境政策課 

 

 

 

市民課 

 

 



③市民協働重点プロジェクトによる取り組み 

事業名 取組内容 H30 年度実施内容 関係団体・課 

ストップ

地球温暖

化プロジ

ェクト 

市民、事業者の LED 化によ

る恒久的な電力削減につい

て理解促進を図り、市内照

明の LED 化につなげる 

防犯灯の LED 化を促進するため、自治会の防犯灯数や

LED 化率、LED 化の効果を調査し、防犯灯 LED の普及啓

発を行った。 

環境政策課

ほか 

④市民活動（「沼津市市民エコプロジェクト」等）による取り組み 

活動名 取組内容 H30 年度実施内容 関係団体 

家庭用照明･

防犯灯LED化

推進活動(市

民エコプロ

ジェクト) 

ＬＥＤ化を促進するため、自治会を

対象とした勉強会等を開催する。 

LED 防犯灯取扱いﾒｰｶｰとの勉強会を開催し、効果を周知

案内し、各自治会の防犯灯の LED 化を促進した。 

地球温暖化を

考える会 

地域エコ 

活動 

地域・家庭でのエコな生活

の実施 

緑のカーテン、ぬまづエコ-ＣＯ２(エココツ)アクション

事業を実施した。 

各家庭等 

地域・家庭でのエコな生活

の取り組みの啓発（第９回ぬ

まづエコ活動コンテストより） 

外灯や防犯灯の LED 化を推進した。緑のカーテンを実践

した。 

家庭でのエコ活動や節電、室内灯の LED 化を行った。 

自治会等 

 

 

 

 

さまざまな場所や機会において、幅広い世代を対象とした環境教育を積極的に実施し、環境と共生するため

の知恵や工夫を楽しみながら、環境保全活動を実践する人づくりを行います。 

 

①数値指標に対する実績 

環境教育（計画書 4-6-1） 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 ◎ 

(〇) 

H30 H32 

32 
出前講座などの環境教育活動の

回数 

29 回 30 回 31 回 30 回 50 回 

関係課 現況について 

環境政策課 

自治会や小学校高学年以上を対象とした講座が多かっ

らが、各校の放課後児童教室における出前講座を実施

し、小学校低学年に向けての講座も検討したい。 

 

6 環境と共生する知恵や工夫を楽しむ 人づくりのまち＜計画書4- 6＞ 



指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 ◎ 

(△) 

H30 H32 

◆29 
アース・キッズ事業への参加校／

参加者数 

12 校／
764 人 

13 校／
755 人 

12 校／
746 人 

12 校／
736 人 

24 校／
1,600 人 

関係課 現況について 

環境政策課 

学校への事業参加呼びかけを継続するとともに、実施

の難しい学校向けには別の環境学習の機会の提供を検

討する。 

 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 ◎ 

(○) 

H30 H32 

◆25 
市内一斉クリーン週間における

参加事業所 

141 社 163 社 170 社 170 社 190 社 

関係課 現況について 

ごみ対策推進課 

周知方法の工夫・改善により参加事業所の増加に繋が

ったため、今後も可能な限りの周知に努め、環境美化

を推進する。 

環境情報（計画書 4-6-3） 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 ○ 

(○) 

H30 H32 

33 
ホームページ環境政策課トップ

ページへのアクセス数（累計） 

6,500 回 35,420 回 38,985 回 40,000 回 38,000 回 

関係課 現況について 

環境政策課 

Facebook の投稿頻度を増やし、かつ見やすい写真、わ

かりやすい文章により、、閲覧者が事業等への興味・

関心を抱くよう努めた。 

 

指標 
基準値 

（H21） 

実績値 評価 目標値 

H29 H30 ◎ 

(◎) 

H30 H32 

◆4 
エコアクション 21認証取得事業

所数（累計） 

44 社 95 社 107 社 98 社 88 社 

関係課 現況について 

環境政策課 

上半期講習の開催見送りとなったが、再度募集をかけ、

４社が受講した。令和元年中の取得を見込んで現在１

社が受講している。新規取得事業者拡大に向けて今後

もエコアクション 21 事務局と連携を強めていく。 

 

 

 



②行政による取り組み 

分類 取組内容 H30 年度実施状況 担当課 

環境教育（計画書 4-6-1） 

教育機関 

による環 

境教育 

 

幼児を対象とした環境教育 各保育所において、環境に関する絵本の読み聞かせ等を行っ

た。廃材や空き容器を利用し、保育教材として工夫したり、

玩具として活用した。 

子育て支援課 

 

 

小中学生を対象とした環境

教育 

アースキッズ事業は、17校中 12 校が参加した。 

 

環境政策課 

専門学校生・成人を対象と

した環境教育 

高齢者学級において、環境に関する講座を４学級で実施

し、388 名の学級生に対し環境教育を行った。 

環境に関する出前講座を４回実施し、120 名の参加者に

対し環境教育を行った。 

４月～６月で「環境と健康」の講義を実施し、１年次全

員が受講した。 

使用していない教室の電気を消す、実習の時間に無駄な

水を使わない等の基本的な環境指導をした。 

生涯学習課 

 

 

 

看護専門学

校 

行政や地

域による

環境教育 

行政や地域による環境教育 「海洋ごみ問題」」「地産地消・旬産旬消」「食品ロスの

削減」をテーマに全５回ぬまづ環境市民大学を開催し

た。 

夏休み親子エコ教室は８月８日に実施した（30 人参加）。 

夏休み親子水生生物観察会は７月 27 日に実施した（48

人参加 清水町と合同、うち沼津市 26人）。 

沼津市環境基本計画における環境教育推進プロジェク

トによる地域エコリーダー支援として、大岡、門池、金

岡地区で環境教室を開催した。 

環境政策課 

 

環境保全活動（計画書 4-6-2） 

資金的・ 

物的・技 

術的支援 

市民による環境に関する活

動の支援 

市民エコプロジェク支援制度補助金部門に６つの活動

の応募があり、審査の結果、補助金を交付した。 

環境政策課 

 

 

協働の支 

援と情報 

提供 

環境保全活動の情報公開、

活動評価の実施、担い手を

募集 

市民エコプロジェク支援制度補助金部門の６つの活動

及び登録部門の４つの活動に対し、活動紹介などの支援

を実施した。 

環境政策課 

 



環境情報（計画書 4-6-3） 

環境情報 情報の収集・作成 「市民生活と環境」を発行した。 環境政策課 

あらゆるメディアの活用 環境政策課職員だけでなく、ごみ対策推進課職員も直接

投稿できるよう設定し、環境関連の情報発信に努めた。 

Facebook ページでは、特にエコ活動コンテスト・環境

市民大学の経過・結果について継続的に公開を行い、閲

覧を誘導した。 

Facebook 投稿記事 119 件、通算リーチ 31,480 回。 

環境政策課 

環境マネジメント・協働による計画推進（計画書 4-6-4） 

 

環境マネジメントシステム

の普及・活用した。 

マニュアルに準じて、全部署において平成 30 年度の計

画を作成・運用を継続し、８月から９月に内部監査、１

月に外部監査を実施した。 

環境政策課 

協働によ

る計画推

進 

環境基本計画市民協働重点

プロジェクトの推進を図っ

た。 

沼津市環境基本計画推進委員会委員を中心に市民協働

重点プロジェクトごとに部会を開催し、勉強会を開催す

るなど、市民協働重点プロジェクトの推進を図った。 

環境政策課 

③市民協働重点プロジェクトによる取り組み 

事業名 取組内容 H30 年度実施内容 関係団体・課 

市民協働重点プロジェクト「環境教育推進プロジェクト」 

環境教育

推進プロ

ジェクト 

環境教育の実施及び場づく

りや環境教育リーダーの養

成・教材の開発、地域エコ

リーダー会議を実施した。 

ぬまづ環境市民大学、放課後児童クラブ等での環境教

育、環境教育事業、地域エコリーダー支援事業を行った。 

環境政策課 

ほか 

④市民活動（「沼津市市民エコプロジェクト」等）による取り組み 

活動名 取組内容 H30 年度実施内容 関係団体 

 

環境問題をテーマとした

紙芝居による読み聞かせ

の実施と新たな教材づく

りを行った。 

環境問題をテーマとした紙芝居の読み聞かせを行う

とともに、新たな教材づくりとして紙芝居の原版を作

成した。 

エコネット沼津 

 

エコ活動

の実施 

家庭・地域等におけるエコ

活動、環境保全活動の実施 

地域エコリーダー主導の各地域活動、住みよい沼津をつ

くる市民運動、ぬまづまちピカ応援隊などの各活動が実

施された。 

自治会等 



３ 市民協働重点プロジェクトの推進 

 

市の環境課題を市民と市が協働により解決していくため、「沼津市の環境を再発見する」を共通テーマに、

優先的・重点的に実施する以下 5つの「市民協働重点プロジェクト」を推進しました。 

 

５つの市民協働重点プロジェクト 

プロジェクト名 プロジェクトの概要 
掲載 

ページ 

すごいぞ大地と海の

めぐみプロジェクト 

地産地消や旬産旬消の推進、沼津市の農林漁業を知る機会の創出など

により、沼津の恵みである森と農地と海の環境を守ります。これによ

り、地域振興を図り、さらには第一次産業の振興へとつなげます。 

P69 

ぬまづ自然再発見プ

ロジェクト 

沼津の自然環境・生態系を題材にした自然体験活動や環境学習を積極

的に推進し、地域の自然をより身近なものとして意識するとともに、

自然保護への関心や郷土への愛着が深まるよう促します。 

P72 

ごみニャーぬまづプ

ロジェクト 

ごみの実態についての調査や周知、クリーン作戦等に因る活動の共有

の実施、看板やポスターなどによる啓発活動などを通じて、住む人も

来訪者にも心地よい、清潔できれいなまちを維持管理します。 

P83 

ストップ地球温暖化

プロジェクト 

地球温暖化に対し、市民、事業者、地域、行政それぞれの規模ででき

ることから始めます。設備の更新について、費用対効果を周知するこ

とで普及促進を図るとともに、個々で出来る省エネ行動の啓発も行っ

ていきます。 

P89 

環境教育推進プロジ

ェクト 

自然と人に優しい環境を維持・改善・創造するために、環境講座を実

施します。また、環境教育や活動を推進する人材を育成するため、環

境教育リーダー養成講座を実施します。養成した環境教育リーダーは

学校・自治会等への派遣を行うなど、広い年代層に対して環境教育を

行う場を設けます。また、各地区連合会自治会から各 1 名を任命する

「地域エコリーダー」に対し、地域エコリーダー同士の交流やつなが

りを強化するとともに、活動の環境づくりを行い、市民一人ひとりが

身の丈にあった環境活動を地域において楽しみながら実践する「エコ

のまち沼津」を実現します。 

P92 

※プロジェクトの実施内容については、「２ 取り組みの実施状況と評価」に記載しているため、ここではプ

ロジェクト名及びプロジェクトの概要のみ表記します（詳細は「掲載ページ」参照）。 

 

 

 



４ 市民エコプロジェクト支援事業の実施状況 

  

市民、事業者の自主的な環境活動を推進するため「沼津市市民エコプロジェクト支援事業（旧：環境創造活

動）」を行いました。本事業のうち補助金交付部門については、６つの活動に対し、補助金交付やホームペー

ジでの活動紹介などの支援を行いました。 

 

補助金交付部門 

活動名 団体名 
活動掲載 

ページ 

地産地消普及促進活動 しおみちエコ運動推進会 P69 

愛鷹運動公園内沼津市有林 遊歩道周辺の侵入竹・雑

木除除伐およびチップ化活動 
環境整備「森と竹で健康クラブ」 P72 

沼津のまちを世界一綺麗にする「根こそぎ清掃活動」 沼津を世界一綺麗にする会 

P83 廃食油のリサイクルせっけん作りと環境勉強会・衣類

を世界でリユース活動 
戸田せっけんの会 ラ・メール 

家庭用照明・防犯灯 LED 化推進活動 地球温暖化を考える会 P89 

環境学習会の教材づくりと紙芝居等による環境学習会

の開催 
エコネット沼津 P92 

※活動内容については、「２ 取り組みの実施状況と評価」に記載しているため、ここでは活動名及び団体名

のみ表記します（詳細は「活動掲載ページ」参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

５ 沼津市環境基本計画推進委員会の開催状況 

 

環境基本計画推進委員会は、環境基本計画に基づく施策、事業等を推進するため、学識経験者、市民、事業

者、公共的団体の代表者、市の関係各課により組織されるもので、以下の業務を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

◇平成 30年度の推進委員会開催状況と主な内容 

平成 30 年度は、沼津市環境基本計画市民協働重点プロジェクト部会による沼津市環境基本計画の推進を

図るほか、ぬまづ環境市民大学及び市民エコプロジェクト支援制度について意見を聴取した。 

 

・第１回委員会   平成 30 年 6月 27 日（水） 沼津市役所 8 階 801 会議室 

主な内容     ・沼津市環境基本計画市民協働重点プロジェクトについて 

・沼津市市民エコプロジェクト支援事業について 

・ぬまづ環境市民大学について 

 

・第２回委員会   平成 30 年９月 18日（火） 沼津市水道部庁舎 ３階 会議室 

主な内容     ・沼津市環境基本計画市民協働重点プロジェクトについて 

・ぬまづ環境市民大学について 

・第２次沼津市環境基本計画の策定について 

 

・第３回委員会   平成 31 年３月 14日（木） 沼津市役所 ８階 801 会議室 

主な内容     ・沼津市環境基本計画市民協働重点プロジェクトについて 

・沼津市市民エコプロジェクト支援制度について 

         ・ぬまづ環境市民大学について 

①環境基本計画に基づく施策又は事業等の企画、運営及び評価に関すること。 

②広く市民に向けた環境基本計画の※アウトリーチ活動及び市民環境教育の推進に関すること。 

③必要に応じた計画全体の見直し、計画の改定・改善のための提案に関すること。 

④その他市長が必要と認めるもの。 

※全ての市民に学習の機会を与え学習に対する要求や行動を誘発しようとする活動 


